
特  集

　
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
歳
入
総
額

は
２
１
４
億
６
，６
４
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
７
，５
３
２
万
円
の
増
、
歳
出

総
額
は
２
０
５
億
５
，８
８
７
万
5
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
1
億
２
，７
４
３
万

2
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た

収
支
は
、
9
億
７
５
２
万
5
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、教
育
や
福
祉
、土
木
な
ど
一
般
的
な
行
政
運
営
を
ま
か
な
う
一
般

会
計
で
は
、
歳
入
が
１
４
１
億
４
，１
１
８
万
3
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
1
億

６
，６
３
５
万
4
千
円
の
増
（
１
．２
％
増
）、
歳
出
が
１
３
１
億
６
０
２
万
9
千

円
で
、
前
年
度
よ
り
４
，６
４
４
万
8
千
円
の
減（
０
．４
％
減
）と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
1
億
６
，６
３
５
万
4
千
円

増
加
し
ま
し
た
。

　
増
加
し
た
要
因
と
し
て
、
町
が
積
み

立
て
た
基
金
を
取
り
崩
し
、
一
般
財
源

に
繰
り
入
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
繰

入
金
が
4
億
２
，８
２
７
万
4
千
円
の

増
（
87
．１
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
路
の
改
良
や
消
雪
設
備
の

整
備
、
除
雪
事
業
な
ど
に
対
す
る
国
か

ら
の
交
付
金
や
補
助
金
に
よ
り
、
国
庫

支
出
金
が
2
億
２
，７
４
６
万
6
千
円

の
増
（
24
．１
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
４
，６
４
４
万
8
千
円
減
少

し
ま
し
た
。

　
減
少
し
た
要
因
と
し
て
、
町
債
の
現

在
高
を
着
実
に
減
少
さ
せ
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
公
債
費
が
1
億
５
，８
１
５

万
3
千
円
の
減
（
11
．２
％
減
）と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
統
合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

建
設
や
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
の
改
修
な

ど
大
型
事
業
を
行
い
ま
し
た
が
、
前
年

度
の
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
改
修

や
小
・
中
学
校
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設

備
の
整
備
の
完
了
に
よ
る
減
少
額
が
大

き
く
、
普
通
建
設
事
業
費
が
２
，８
５
７

万
5
千
円
の
減
（
１
．４
％
減
）
と
な

り
ま
し
た
。

全
会
計
の
決
算
状
況

一
般
会
計
・
歳
入
決
算
の
状
況

一
般
会
計
・
歳
出
決
算
の
状
況

（単位：千円）

区　　分　

　会　　計　

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出
差引残額

（A）ー（B）（A） 対前年度比
（%） （B） 対前年度比

（%）

一　般　会　計 14,141,183 1.2 13,106,029 ▲0.4 1,035,154

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 2,584,607 0.1 2,550,312 ▲0.9 34,295

介 護 保 険 事 業 2,337,907 1.1 2,314,568 2.0 23,339

後期高齢者医療事業 248,983 6.6 244,853 7.1 4,130

簡 易 水 道 事 業 389,667 ▲11.8 385,620 ▲11.5 4,047

公 共 下 水 道 事 業 662,222 4.9 654,858 4.8 7,364

集 落 排 水 事 業 335,878 ▲7.0 330,945 ▲6.7 4,933

温 泉 事 業 26,696 41.1 26,528 65.9 168

農林漁業体験実習館事業 25,126 ▲7.1 25,126 ▲7.1 0

土 地 区 画 整 理 事 業 64,028 ▲57.5 64,028 ▲54.0 0

企
業
会
計

上水道事業
収益的収支 270,365 0.3 260,606 1.9 9,759

資本的収支 6,887 ▲71.5 152,840 ▲9.7 ▲145,953

国民健康保
険病院事業

収益的収支 326,994 2.0 320,329 1.9 6,665

資本的収支 45,857 9.2 122,233 ▲3.8 ▲76,376

合　　　　　計 21,466,400 0.4 20,558,875 ▲0.6 907,525

歳  入
141億4,118万3千円

一般会計

町税
23億1,222万2千円
（16.4％）

自主財源
47億6,863万4千円 
（33.7%）

依存財源
93億7,254万9千円 
（66.3%）

地方交付税
55億6,947万2千円
（39.4％）

繰越金
8億2,235万2千円（5.8％）

分担金及び負担金
1億5,082万3千円（1.1％）

繰入金
9億2,010万3千円（6.5％）

諸収入
2億4,656万2千円（1.7％）

使用料及び手数料
1億6,938万4千円（1.2％）

財産収入  9,699万8千円（0.7％）

寄付金  5,019万円（0.4％）

地方譲与税
1億1,442万円（0.8％）

地方消費税交付金
3億5,369万6千円（2.5％）

交通安全対策特別交付金
159万8千円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金
1,369万7千円（0.1％）
配当割交付金
1,310万5千円（0.1％）
利子割交付金
644万2千円（0.0％）
地方特例交付金
681万5千円（0.0％）
自動車取得税交付金
3,219万円（0.2％）

国庫支出金
11億7,029万8千円
（8.3％）県支出金

10億3,781万6千円
（7.3％）

町債
10億5,300万円
（7.5％）

歳  出
131億602万9千円

一般会計

［性質別］

人件費
18億7,164万2千円
（14.3%）

扶助費
19億3,041万6千円
（14.7%）

公債費
12億5,563万9千円

（9.6%）

義務的経費
50億5,769万7千円
（38.6％）

投資的経費
19億4,715万4千円
（14.9％）

その他の経費
61億117万8千円
（46.6％）

補助費等
20億6,566万2千円
（15.8%）

繰出金
15億3,044万9千円
（11.7%）

普通建設事業費
19億4,511万3千円
（14.8%）

物件費
15億7,573万4千円
（12.0%）

災害復旧費
204万1千円（0.0%）

維持補修費
4億247万4千円
（3.1%）

積立金
4億8,525万9千円
（3.7%）

貸付金
4,160万円（0.3%）

（　）構成比

※決算額の千円未満を四捨五入しています。

●
防
災
体
制
の
強
化

　
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内

容
を
迅
速
か
つ
正
確
に
住
民
が
聴
き
と

れ
る
よ
う
、
織
田
地
区
の
世
帯
を
中
心

に
戸
別
受
信
機
を
整
備
し
ま
し
た
。

	

１
億
３
，１
９
５
万
４
千
円

●
人
に
優
し
い
道
づ
く
り
の
推
進	

　

安
全
・
安
心
に
通
行
で
き
る
道
路
を

確
保
す
る
た
め
、
国
の
補
助
金
を
活
用

し
な
が
ら
、
町
道
の
改
良
や
維
持
補
修
、

消
雪
設
備
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

	

４
億
９
，１
６
９
万
２
千
円

●
災
害
に
備
え
た
危
険
対
策
の
強
化

　

津
波
、
高
潮
、
波
浪
に
よ
る
災
害
に

備
え
、
越
波
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
、
白
浜
（
城
崎
）
漁
港
の
護
岸
堤

の
か
さ
上
げ
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

	

３
，１
６
５
万
９
千
円

●
健
康
管
理
意
識
の
啓
発	

　
町
民
の
健
診
受
診
や
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
が
習
慣
化
さ
れ
る
よ
う
、
ポ

イ
ン
ト
に
応
じ
て
記
念
品
と
交
換
で
き

る
「
え
ち
ぜ
ん
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を

導
入
す
る
な
ど
、
健
康
増
進
へ
の
啓
発

を
促
し
ま
し
た
。

	

１
０
２
万
１
千
円

●
越
前
焼
の
多
面
的
な
活
用

　
越
前
陶
芸
村
に
開
館
し
た
越
前
古
窯

博
物
館
を
拠
点
と
し
て
、
陶
芸
村
を
活

性
化
さ
せ
て
い
く
た
め
、
周
辺
整
備
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
認
知
度
向
上
お

よ
び
販
路
拡
大
・
商
品
開
発
な
ど
を
支

援
し
ま
し
た
。

	

４
，２
１
８
万
３
千
円

●
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

　
農
村
の
圃
場
整
備
や
水
路
改
修
な
ど

は
事
業
費
が
膨
大
な
た
め
、
国
・
県
の

補
助
を
活
用
し
な
が
ら
、
農
道
の
舗
装

や
用
排
水
路
の
改
修
を
行
い
、
農
村
基

盤
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

	

５
，１
８
３
万
１
千
円

●
就
労
環
境
の
向
上

　
第
1
次
産
業
の
新
た
な
担
い
手
を
確

保
す
る
た
め
、
資
格
・
技
能
習
得
に
対

す
る
補
助
や
研
修
生
へ
無
償
で
専
用
住

宅
を
提
供
す
る
な
ど
、
就
労
へ
の
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

	

１
０
９
万
２
千
円

快
適
で
安
全
に
住
め
る

ま
ち
づ
く
り

健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

●
保
健
・
福
祉
環
境
の
充
実

　

利
用
者
が
安
全
か
つ
快
適
に
施
設
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
越
前
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
空
調
設
備
の
入
れ
替
え
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
浴
槽
の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。

	

２
，７
７
５
万
２
千
円

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
廃
合

　
越
前
町
統
合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
の
稼
動
に
向
け
、
施
設
の
建
築
工

事
や
機
械
設
備
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

	

２
億
８
，０
１
８
万
円

●
国
際
的
・
全
国
的
な
ス
ポ
ー
ツ

　
交
流
の
推
進

　
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
」
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
の
会
場
と
な
る
、
町
立
人
工

芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
の
芝
の
張
り
替
え
や
県

立
ホ
ッ
ケ
ー
場
管
理
棟
の
防
水
工
事
を

行
い
ま
し
た
。

	

１
億
５
，９
３
５
万
４
千
円

人
が
輝
き
交
流
で
満
ち

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
理
解
促
進

　

国
の
補
助
事
業
に
よ
り
、
ブ
ロ
ー

ホ
ー
ル
波
力
発
電
シ
ス
テ
ム
の
タ
ー
ビ

ン
装
置
の
改
良
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

施
設
の
見
学
会
や
小
学
校
で
の
出
前
授

業
を
行
い
、
地
元
住
民
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

	

９
，０
３
１
万
５
千
円

●
観
光
客
の
受
入
体
制
の
充
実

　
「
お
も
て
な
し
商
業
エ
リ
ア
」
に
お

け
る
個
人
店
舗
の
改
修
費
用
の
補
助
や
、

小
規
模
事
業
者
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
端

末
機
を
導
入
し
た
費
用
に
対
し
て
補
助

を
行
い
ま
し
た
。

	

１
，６
５
５
万
７
千
円

●
町
政
情
報
の
積
極
的
な
発
進

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
え
ち
ぜ

ん
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
な
ど
多

様
な
情
報
媒
体
を
用
い
て
町
政
情
報
を

発
信
し
ま
し
た
。

	

１
，０
２
９
万
６
千
円

元
気
で
活
力
み
な
ぎ
る

ま
ち
づ
く
り

個
性
豊
か
で
誇
り
の
も
て
る

ま
ち
づ
く
り

町
民
に
開
か
れ
た

健
全
行
財
政
の
ま
ち
づ
く
り

▲世界唯一の波力エネル
ギーを利用した発電装
置（小樟地係）

▲越前焼の貴重な資料を展示した越前古
窯博物館	

▲4地区の学校給食を提供できるよう配慮
された統合学校給食センターの外観図

わたしたちの予算が
「まちづくり」のためにどの
ように使われた（決算）かを報告します。わたしたちの「越前町」の決算報告平成

２9年度
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S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e



　
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は
、
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
各
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
比
率
に
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
早
期

健
全
化
基
準
や
経
営
健
全
化
基
準
が
あ
り
ま
す
。

比
率
の
い
ず
れ
か
が
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、
財

政
健
全
化
計
画
や
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、

財
政
の
早
期
健
全
化
や
公
営
企
業
の
経
営
の
健

全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
越
前
町
の
平
成
29
年
度
決
算
で
は
す
べ
て
の

比
率
が
基
準
を
下
回
り
、財
政
は「
健
全
」と
な
っ

て
い
ま
す
。

平成29年度決算の越前町の財政指標

財政指標区分 越前町 早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 黒字のため健全 13.77% 20.0%

連結実質赤字比率 黒字のため健全 18.77% 30.0%

資 金 不 足 比 率 全会計で
資金不足無し 20.0% ―

実質公債費比率 8.2% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率 7.2% 350.0% ―

財
政
状
況

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

平
成
29
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は「
健
全
」

　
「
実
質
公
債
費
比
率
」と
は
、町
債（
借
金
）の

返
済
額
な
ど
が
標
準
財
政
規
模（
※
）に
占
め
る

割
合
で
す
。
町
債
の
返
済
額
な
ど
に
は
、
一
般

会
計
だ
け
で
な
く
、
上
下
水
道
・
病
院
の
公
営

企
業
会
計
、
ご
み
・
し
尿
処
理
や
消
防
の
業
務

を
行
う
一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
町
か
ら
の
負

担
金
の
う
ち
、
団
体
の
借
金
の
返
済
に
充
て
ら

れ
た
と
み
ら
れ
る
額
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
町
に
対
す
る
借
金
に
関

係
す
る
負
担
が
大
き
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
借
金
の
繰
り
上
げ
返
済
や

金
利
の
低
い
借
金
へ
の
借
り
換
え
、
事
業
の
計
画

的
な
実
施
に
よ
り
借
金
を
減
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成
29

年
度
決
算
で
は
８
．２
％
と
な
り
、
ピ
ー
ク
時

の
平
成
18
年
度
と
比
べ
16
．６
ポ
イ
ン
ト
、
前

年
度
と
比
べ
０
．９
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

（
※
）	町
税
や
普
通
交
付
税
、
各
種
譲
与
税
・
交

付
金
な
ど
、
使
途
が
限
定
さ
れ
な
い
通

常
の
年
間
収
入
の
合
計
額

　
「
将
来
負
担
比
率
」
と
は
、
町
全
体
の
借
金

額
（
将
来
負
担
額
と
呼
ぶ
。）
が
標
準
財
政
規

模
に
占
め
る
割
合
で
す
。
将
来
負
担
額
は
、
次

の
も
の
な
ど
の
合
計
で
す
。

◦
町
債
（
借
金
）
の
残
高

◦
上
下
水
道
・
病
院
の
公
営
企
業
会
計
の
借
金
の

返
済
に
充
て
る
一
般
会
計
な
ど
の
負
担
見
込
額

◦
職
員
の
退
職
手
当
支
給
予
定
額

　
一
方
、
基
金（
貯
金
）の
残
高
な
ど（
充
当
可

能
財
源
と
呼
ぶ
。）
が
あ
れ
ば
、
将
来
負
担
額

か
ら
控
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
現
在
背
負
っ
て
い

る
借
金
な
ど
が
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
町
債
の
残
高
の
縮
減
や
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
み
立
て
に
よ
り
将
来
的
な
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
将
来
負
担
比
率
は
、
平
成
29
年

度
決
算
で
は
７
．２
％
と
な
り
、
平
成
19
年
度

と
比
べ
１
４
４
．２
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
前
年
度
と
比
べ
た
と
こ
ろ
、
充
当
可

能
財
源
が
減
少
し
た
た
め
、
５
．３
ポ
イ
ン
ト

悪
化
し
ま
し
た
。

　
9
月
補
正
予
算
の
補
正
額
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

【
主
な
補
正
内
容
】

▪
西
徳
寺
保
育
園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ

の
移
行
に
伴
い
、
移
転
・
改
築
費
に

対
す
る
補
助
費
用
を
計
上

	
	

（
５
，４
９
２
万
1
千
円
）

▪
統
合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
備
品
購

入
費
と
旧
４
セ
ン
タ
ー
の
解
体
に
係

る
工
事
設
計
委
託
料
を
計
上

	
	

（
１
，１
８
９
万
5
千
円
）

▪
役
場
窓
口
で
手
話
の
遠
隔
通
訳
に
対

応
す
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
に
要
す
る
費
用
を
計
上

	
	

（
28
万
5
千
円
）

実
質
公
債
費
比
率
は 

８
．２
％

将
来
負
担
比
率
は
７
．２
％

平成30年度9月補正予算の概要
予算規模

補正前予算額 補正額 補正後予算額

一般
会計 133億9,533万7千円 1億8,365万5千円 135億7,899万2千円

特別
会計 61億8,990万5千円 9,894万9千円 62億8,885万4千円

事業
会計 8億8,201万9千円 4,467万2千円 9億2,669万1千円

合　計 204億6,726万1千円 3億2,727万6千円 207億9,453万7千円

越前かに太郎の家計簿
2ページの「平成29年度一般会計決算の歳入額と歳出額（性質別）」を
1,000分の1にし、「越前かに太郎」の1年間の家計に置き換えてみました。収　入 支　出

①給料	 231万円
・町税（町民税や固定資産税など、みなさんから納められた税金）

①生活費	 551万円
・人件費（各種委員の報酬や職員給与に係るお金）
・物件費（施設の管理費や事業の委託料など）
・補助費等（団体などに対する負担金や補助金）

③貯金の取崩し	 92万円
・繰入金（町が積み立てているお金（基金）の取崩しや特別会計・

企業会計から受け入れるお金）

③借金の返済金	 126万円
・公債費（町債の元金及び利子の支払いに係るお金）

⑤修繕費	 40万円
・維持補修費（町の施設の修繕に係るお金）

⑦貯金	 49万円
・積立金（基金に積み立てるお金）

⑧知人への貸付金	 4万円
・貸付金（団体などに対し貸し付けるお金）

④前年度の残金	 82万円
・繰越金（前年度決算からの繰越金）

④家の増築や車の購入費	 195万円
・普通建設事業費（町の施設や道路などの新・増築や大規模な設

備の購入に係るお金）
・災害復旧費（自然災害により被害のあった道路や河川などの復

旧に係るお金）

小計（A）　※自主財源	 477万円

小計（B）　※依存財源	 937万円

収入合計 （A）＋（B）	 1 ,414万円 支出合計	 1,311万円

②財産・臨時収入	 72万円
・使用料（町の施設や設備の利用料など）
・負担金（町の事業で利便を受ける人が負担するお金）
・諸収入（貸付金の元利収入や団体・個人からの負担金など）
・財産収入（町の土地などの売却代金）
・寄附金（個人や団体から寄附されるお金）

②医療費	 193万円
・扶助費（子どもや高齢者､ 障がい者の福祉などに係るお金）

⑤支援金	 832万円
・地方交付税（国から交付されるお金）
・国 ･ 県からの補助金（法律などに基づく交付金や事業の実施に

対する補助金）

⑥子どもへの仕送り	 153万円
・繰出金（特別会計や事業会計に支出されるお金）

⑥借入れ	 105万円
・町債（銀行などからの借金）

町
債（
借
金
）と
基
金（
貯
金
）の
年
度
末
現
在
高
の
推
移

（百万円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成23年度平成22年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 （年度末）平成24年度
0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000 36,511

7,009 5,736 4,692 4,492 4,732 4,513 4,965 5,291 5,446 6,212 6,825

35,461 33,099 32,061 30,354 28,104 26,075 24,618

22,544 21,211 19,996 18,627

6,935

平成29年度

6,587

17,628

町債現在高 基金現在高

ピーク時から約189億円の減

　
平
成
29
年
度
末
の
一
般
会

計
、特
別
会
計
、企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
町
債（
借
金
）の
現

在
高
は
１
７
６
億
２
，８
３
７

万
9
千
円
で
前
年
度
よ
り
9

億
９
，８
９
５
万
円
の
減
少
、

基
金（
貯
金
）の
現
在
高
は
65

億
８
，６
５
６
万
7
千
円
で

前
年
度
よ
り
3
億
４
，８
３
０

万
3
千
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

　
町
債
の
発
行（
借
金
）は
、

元
利
償
還
金（
返
済
金
）
を

上
回
ら
な
い
よ
う
、
計
画
的

に
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、

町
債
現
在
高
を
着
実
に
減
少

さ
せ
、
財
政
の
健
全
化
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
基
金
は
、
地
方
財

政
法
に
基
づ
き
、
前
年
度
の

余
剰
金
の
半
分
を
積
み
立
て

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
実

施
や
収
入
の
減
少
な
ど
、
将

来
的
な
財
政
負
担
に
備
え
て

い
ま
す
。

町民1人あたり現在高

町債（借金） 約81万円

基金（貯金） 約30万円
※それぞれの現在高を、平成29年度末の
越前町の住民基本台帳人口21,894人で
割って算出しています。
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